
第２２期第１７回筑前海区漁業調整委員会次第

１ 日 時 令和５年５月９日（火） １４：００～

２ 場 所 福岡県庁４階 漁業調整委員会室

３ 議 題

（１）特定水産資源の福岡県知事管理漁獲可能量の設定及び変更について

（諮問） 資料１

（２）令和５年上期土石採取計画変更について（協議）

資料２

（３）あわび漁業の許可方針について（協議）

資料３

（４）なまこ漁業の許可方針について（協議）

資料４

（５) 地びき網漁業の許可方針について（協議）

資料５

（６) 筑前海区漁業調整委員会指示第１９７号にかかる違反について（協議）

資料６－１

（７)その他
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資　　料　　１
（２２期１７回筑前漁調委）

（令和５年５月９日）



 

特定水産資源の知事管理漁獲可能量の設定及び変更について（諮問） 

 

水産振興課漁船漁業係 

 

【概要】 

・知事は、福岡県資源管理方針に即して、農林水産大臣から定められた都道府

県別漁獲可能量について、「知事管理漁獲可能量」を定めるものとなってい

る。 

・今般、令和５年７月１日より令和５管理年度が開始される「まさば対馬暖流

系群及びごまさば東シナ海系群」の知事管理漁獲可能量を定めるもの。 

・また、既に令和５管理年度が開始されている、「くろまぐろ（小型魚）」及び

「くろまぐろ（大型魚）」について定められた都道府県別漁獲可能量が変更

となったため、知事管理漁獲可能量を変更する必要がある。 

・このため、各特定水産資源の知事管理漁獲可能量を設定及び変更することに

ついて、法第 16 条第２項の規定※に基づき筑前海区漁調委に諮問を行うもの。 

※法第 16 条第２項：都道府県知事は、知事管理漁獲可能量を定めようとする（変更しようとする）と

きは、関係海区漁業調整委員会に意見を聴かなければならない。 

 

【知事管理漁獲可能量の設定及び変更について】 

・「まさば対馬暖流系群及びごまさば東シナ海系群」については、福岡県資源

管理方針より、本県に定められた都道府県別漁獲可能量の全量を福岡県まさ

ば及びごまさば知事管理区分に配分することとしている。 

・今回、本県に定められた「まさば対馬暖流系群及びごまさば東シナ海系群」

の都道府県別漁獲可能量は「現行水準」であることから、福岡県まさば及び

ごまさば知事管理区分に配分する数量を「現行水準」と定めたい。 

・「くろまぐろ（小型魚）」については当初配分として国から定められた都道府

県別漁獲可能量が 10.8 トンであり、その全量を福岡県くろまぐろ（小型魚）

知事管理区分に配分していたが、今回本県に定められた都道府県別漁獲可能

量が前年度繰越分及び留保枠の追加、都道府県別漁獲可能量の融通により

21.3 トンに変更となったため、福岡県資源管理方針に基づき、福岡県くろ

まぐろ（小型魚）知事管理区分を 21.3 トンに変更したい。 

・「くろまぐろ（大型魚）」についても、「くろまぐろ（小型魚）」と同様に、融

通等によって変更となった都道府県別漁獲可能量の全量を、福岡県くろまぐ

ろ（大型魚）知事管理区分に配分し、8.7 トンに変更したい。 
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表 本県に定められた都道府県別漁獲可能量及び定めようとする知事管理漁獲可能量 

特定水産資源 
管理 

年度 

都道府県別 

漁獲可能量 

知事管理漁獲可能量 

備考 
知事管理区分 

配分 

数量 

まさば対馬暖流

系群及びごまさ

ば東シナ海系群 

7/1～

6/30 
現行水準 

福岡県まさば及びごまさば 

知事管理区分 
現行水準 

漁業法第 16条第 1項に基づく

知事管理漁獲可能量の設定 

くろまぐろ 

（小型魚） 

4/1～

3/31 

（10.8 トン） 

21.3 トン 

福岡県くろまぐろ（小型

魚）知事管理区分 

（10.8 トン） 

21.3 トン 

漁業法第 16条第５項に基づく

知事管理漁獲可能量の変更 

くろまぐろ 

（大型魚） 

4/1～

3/31 

（7.9 トン） 

8.7トン 

福岡県くろまぐろ（大型

魚）知事管理区分 

（7.9 トン） 

8.7トン 

漁業法第 16条第５項に基づく

知事管理漁獲可能量の変更 

※（）内の数量は、変更前の数量 

 

【別紙】 

・資料 1 水産庁からの都道府県別漁獲可能量に係る通知 

①本県に定められた令和５管理年度における「まさば対馬暖流系群及びご

まさば東シナ海系群」の都道府県別漁獲可能量の当初配分通知 

②「くろまぐろ（小型魚）」及び「くろまぐろ（大型魚）」の都道府県別漁

獲可能量の当初配分の通知 

③「くろまぐろ（小型魚）」及び「くろまぐろ（大型魚）」の都道府県別漁

獲可能量の変更の通知 

 

・資料２ 福岡県資源管理方針（抜粋） 
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資　　料　　２
（２２期１７回筑前漁調委）

（令和５年５月９日）



単位：万ｍ3

小呂南西 烏帽子北 小呂南東 長間礁北 栗ノ上 栗ノ上西 宗像 柏原 岩屋 白島 白島西 遠賀沖 小　計

唐津湾海区砂 0 同意 6.00 6.00 12.00 12.00
採取協同組合 計画 6.00 6.00 12.00 12.00
博多海砂採取 0 同意 17.00 17.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 109.00 109.00
協業組合 計画 10.00 7.50 4.50 9.50 7.00 9.00 12.50 60.00 60.00
玄洋海砂採取 0 同意 0.80 2.00 7.20 10.00 10.00
販売協同組合 計画 0.72 1.80 6.48 9.00 9.00
北九州砂採取 0 同意 0.93 0.93 22.50 22.50 3.73 50.59 50.59
販売協同組合 計画 0.93 0.93 21.00 21.00 3.73 47.59 47.59

0 同意 23.00 23.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 1.73 2.93 22.50 22.50 10.93 181.59 181.59
計画 16.00 13.50 4.50 9.50 7.00 9.00 12.50 1.65 2.73 21.00 21.00 10.21 128.59 128.59

単位：万ｍ
3

小呂南西 烏帽子北 小呂南東 長間礁北 栗ノ上 栗ノ上西 宗像 柏原 岩屋 白島 白島西 遠賀沖 小　計

唐津湾海区砂 0 同意 6.00 6.00 12.00 12.00
採取協同組合 計画 6.00 6.00 12.00 12.00
博多海砂採取 0 同意 17.00 17.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 109.00 109.00
協業組合 計画 10.80 8.05 4.50 10.25 7.00 10.10 13.30 64.00 64.00
玄洋海砂採取 0 同意 0.80 2.00 7.20 10.00 10.00
販売協同組合 計画 0.72 1.80 6.48 9.00 9.00
北九州砂採取 0 同意 0.93 0.93 22.50 22.50 3.73 50.59 50.59
販売協同組合 計画 0.93 0.93 21.00 21.00 3.73 47.59 47.59

0 同意 23.00 23.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 1.73 2.93 22.50 22.50 10.93 181.59 181.59
計画 16.80 14.05 4.50 10.25 7.00 10.10 13.30 1.65 2.73 21.00 21.00 10.21 132.59 132.59

単位：万ｍ
3

小呂南西 烏帽子北 小呂南東 長間礁北 栗ノ上 栗ノ上西 宗像 柏原 岩屋 白島 白島西 遠賀沖 小　計

唐津湾海区砂 0 同意 6.00 6.00 12.00 12.00
採取協同組合 計画 6.00 6.00 12.00 12.00
博多海砂採取 0 同意 17.00 17.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 109.00 109.00
協業組合 計画 10.80 8.05 4.50 10.25 7.00 10.10 13.30 64.00 64.00
玄洋海砂採取 0 同意 0.80 2.00 7.20 10.00 10.00
販売協同組合 計画 0.72 1.80 6.48 9.00 9.00
北九州砂採取 0 同意 0.93 0.93 22.50 22.50 3.73 50.59 50.59
販売協同組合 計画 0.93 0.93 21.00 22.00 3.73 48.59 48.59

0 同意 23.00 23.00 13.00 16.00 13.00 16.00 17.00 1.73 2.93 22.50 22.50 10.93 181.59 181.59
計画 16.80 14.05 4.50 10.25 7.00 10.10 13.30 1.65 2.73 21.00 22.00 10.21 133.59 133.59

合計

合計

変更後（第２回変更）

　　　　　採取場所
　業者

漁業権
漁場内

漁 業 権 漁 場 外

合　　計数量
種別

合計

令和５年上期土石採取計画変更（第２回）について

　変更前（Ｒ５上期第１回変更時）

　　　　　採取場所
　業者

漁業権
漁場内

漁 業 権 漁 場 外

合　　計数量
種別

　変更前（Ｒ５上期当初）

　　　　　採取場所
　業者

漁業権
漁場内

漁 業 権 漁 場 外

合　　計数量
種別

146
182.5 157.3

127.03 133.83 132.60 127.00 134.5 130.3 131.03 133.59

158

166
142.2 

127.06 138.40 133.05 127.00 124.0 125.7 128.59

(304.00 )

(348.50 )

(299.50 )

(254.09 )
(272.23 ) (265.65 ) (254.00 ) (258.50 ) (256.00 ) (259.62 )

(133.59 )
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年
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下期 上期
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令和５年上期土石採取計画変更に係る関係漁業協同組合の同意状況

糸島地区 宗像地区

新宮相島漁協 宗像漁協 遠賀漁協 ひびき灘漁協 北九市漁協 ひびき灘漁協

福岡市漁協
博多湾漁業権管

理委員会
新宮相島漁協 宗像漁協

北九州砂採取販売協同組合 白島西 ● ●

採取区域申請者

同意書の添付（漁協・支所による同意書は●、漁業権管理委員会等の同意書は〇）

福岡・粕屋地区 遠賀地区

福岡市漁協

糸島漁協

〇

北九州地区

筑共第14号漁業権管理委員会 響灘9ケ浦漁業代表者協議会
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変更申請区域

令和５年上期採取申請区域

海砂採取可能領域境界線

小呂島南西沖

烏帽子島北沖

長間礁北沖

栗ノ上西沖
栗ノ上沖

宗像沖

柏原沖

岩屋沖

白島沖
５上期

小呂島南東沖

白島西沖

遠賀沖（遠賀郡沖）
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あわび漁業、なまこ漁業許可方針制定について 

 
漁業管理課 

 
【現状】 

 ・ Ｒ２の漁業法改正以前、漁業権に基づかないあわび、なまこの採捕は半

ば自由漁業として行われていた。 
 ・ Ｒ２の漁業法改正に伴い、漁業権や許可に基づかないあわび、なまこの

採捕は一切禁止。 
 ・ 従って、漁業権除外区域のあわび、なまこの採捕も禁止。また、組合員

の家族（員外）によるあわび、なまこの採捕も禁止。 
 ・ このため、漁業調整規則を改正し、Ｒ２以降禁止されていた漁業権に基

づかないあわび、なまこ漁業を許可制に移行。（現在、農水大臣認可申請

手続中） 
 ・ 許可制に備えて、許可方針の制定が必要（今回協議分）。 
 

 
 
【許可方針のポイント】 

 ・許 可 枠 漁業法改正以前の地区ごとの漁業実態を反映 
 ・操業区域 原則、地区ごとの漁業権漁場区域内。 
       除外区域がある漁場は消滅区域も含む。（この場合、組合員行

使権を有する者は漁業権漁場を除く。） 
       ・・・組合員行使権を有する者は、許可がなくても漁業権に基

づき操業可能なため。 
 ・条  件 船舶を使用する場合の漁法は素潜り、磯見のみ。 
       船舶の航行を妨げてはならない。 

漁業権
の別

うち、あわ
び漁業・な
まこ漁業
の許可を
有する者

うち、あわ
び漁業・な
まこ漁業
の許可を
有しない
者

うち、あわ
び漁業・な
まこ漁業
の許可を
有する者

うち、あわ
び漁業・な
まこ漁業
の許可を
有しない
者

採捕の
可否

○ × ◯ × ○ ○ × ○ ○ ×

組合員
行使権に
基づく者

組合員行使権を有さ
ない者（素潜り、磯

見） 漁業の許
可（固定

式さし網、
かご漁業
等）を有す

る者

その他の者

その他の者
漁業の許可（固定
式さし網、かご漁
業等）を有する者

組合員
行使権に
基づく者

組合員行使権を
有さない者
（素潜り、磯見）

採捕者の
別

現行

漁業権漁場外漁業権漁場内

改正後

漁業権漁場外漁業権漁場内
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資　　料　　３
（２２期１７回筑前漁調委）

（令和５年５月９日）



あわび漁業許可方針（案） 
 

１ 制限措置に関する事項 

（１）許可枠及び住所要件 

次表のとおり区域ごとに許可する者の数の上限を設ける。漁業許可は次表に

掲げる住所を有する者（漁業協同組合に加入している者については、所属して

いる漁業協同組合支所の住所に読み替えるものとする。）に対してのみ行うこ

ととする。許可する者の数の上限を超えた申請があった場合は、あわび漁業に

係る許可の基準（別紙）に基づき許可枠内で許可するものとする。ただし、漁

業調整委員会と協議し、承認が得られた場合はこの限りではない。 

区域名 
許可する

者の上限 
住所要件 

糸島地区① 

（福岡・佐賀県界（包石）

から糸島志摩黒磯までの地

先及び烏帽子島（糸島市）

周辺） 

３ 糸島市 

糸島・福岡地区 

（黒磯（糸島市志摩芥屋）

から津舟崎（福岡市西区今

津）に至る間の地先） 

０ - 

糸島地区② 

（灯台瀬（糸島市志摩野北

沖）周辺） 

０ - 

福岡地区① 

（長間礁（福岡市西区大字

西浦沖周辺） 

０ - 

福岡地区② 

（玄界島（福岡市西区）周

辺） 

０ - 

福岡地区③ 

（小呂島（福岡市西区）周

辺） 

８ 福岡市西区小呂島 

福岡地区④ 

（博多湾） 
２２ 福岡市 
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福岡・新宮相島地区 

（福岡市大字志賀島から古

賀市までの地先） 

０ - 

新宮相島地区 

（糟屋郡新宮町大字相島地

先） 

１ 糟屋郡新宮町相島 

福岡・新宮相島・宗像地区 

（栗の上礁（糟屋郡新宮町

大字相島沖）周辺） 

０ - 

宗像地区 

（宗像市地先及び沖ノ島

（宗像市大島）周辺） 

７ 宗像市 

遠賀地区 

（黒崎鼻（宗像市、遠賀郡

界）から烏帽子鼻（北九州

市若松区）に至るまでの地

先及び白瀬（遠賀郡岡垣町

波津沖）周辺） 

１ 遠賀郡岡垣町大字波津 

北九州地区① 

（北九州市若松区地先） 
０ - 

北九州地区② 

（白島（北九州市若松区）

周辺） 

０ - 

北九州地区③ 

（馬島及び藍島（北九州市

小倉北区）周辺） 

２ 北九州市小倉北区馬島 

北九州地区④ 

（北九州市戸畑区、小倉北

区、門司区地先） 

３７ 北九州市 

北九州地区⑤ 

（北九州市若松区沖） 
０ - 

北九州地区⑥ 

（洞海湾口（北九州市）付

近） 

０ - 
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（２）操業区域 

  筑前海区海面 

 

（３）漁業時期 

１月１日から１２月３１日まで 

 

２ 許可の有効期間 

  当面の期間、１年とする。 

 

３ 条件 

 （１）各地区にあっては次の海域以外を操業してはならない。 

 

区域名 海域 

糸島地区① 

（福岡・佐賀県界（包

石）から糸島志摩黒磯

までの地先及び烏帽子

島（糸島市）周辺） 

筑共第１号及び第２号共同漁業権漁場内 

糸島・福岡地区 

（黒磯（糸島市志摩芥

屋）から津舟崎（福岡

市西区今津）に至る間

の地先） 

該当なし 

糸島地区② 

（灯台瀬（糸島市志摩

野北沖）周辺） 

該当なし 

福岡地区① 

（長間礁（福岡市西区

大字西浦沖周辺） 

該当なし 

福岡地区② 

（玄界島（福岡市西

区）周辺） 

該当なし 

福岡地区③ 筑共第７号共同漁業権漁場内 
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（小呂島（福岡市西

区）周辺） 

福岡地区④ 

（博多湾） 

次の基点第５号、(ｲ)、(ﾛ)及び基点第 13 号を順次に結んだ

直線と最大高潮時海岸線及び河岸線とによって囲まれた区

域。 

基点第５号 津舟崎（福岡市西区今津）東端に設置した標柱 

基点第 13 号 叶鼻（福岡市東区大字志賀島）製南端に設置

した標柱 

(ｲ) 基点第５号から真方位 57度５分 3,400 メートルの点 

(ﾛ) 基点第５号から真方位 53度 50 分 3,480 メートルの点 

ただし、筑共第８号共同漁業権の組合員行使権を有するも

のは筑共第８号共同漁業権漁場を除く。 

福岡・新宮相島地区 

（福岡市大字志賀島か

ら古賀市までの地先） 

該当なし 

新宮相島地区 

（糟屋郡新宮町大字相

島地先） 

筑共第１０号共同漁業権漁場内 

福岡・新宮相島・宗像

地区 

（栗の上礁（糟屋郡新

宮町大字相島沖）周

辺） 

該当なし 

宗像地区 

（宗像市地先及び沖ノ

島（宗像市大島）周

辺） 

筑共第 12 号及び 13 号共同漁業権漁場内 

遠賀地区 

（黒崎鼻（宗像市、遠

賀郡界）から烏帽子鼻

（北九州市若松区）に

至るまでの地先及び白

瀬（遠賀郡岡垣町波津

沖）周辺） 

筑共第 14 号及び 15 号共同漁業権漁場内 
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北九州地区① 

（北九州市若松区地

先） 

該当なし 

北九州地区② 

（白島（北九州市若松

区）周辺） 

該当なし 

北九州地区③ 

（馬島及び藍島（北九

州市小倉北区）周辺） 

筑共第 18 号共同漁業権漁場内 

北九州地区④ 

（北九州市戸畑区、小

倉北区、門司区地先） 

次の基点第 35 号、基点第 34号、基点第 33 号、基点第 29

号、(ｲ)、(ﾛ)、(ﾊ)、(ﾆ)、(ﾎ)、(ﾍ)、(ﾄ)、(ﾁ)、(ﾘ)及び基

点第 42 号の各点を順次に結んだ直線と基点第 35号と基点第

42号間の最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域。 

基点第 29 号 北九州市若松区響町埋立地護岸東北角 

基点第 33 号 北九州市若松区響町一丁目埋立地護岸東南角 

基点第 34 号 北九州市若松区若松洞海湾口防波堤灯台から

防波堤沿いに西へ 1,550.28 メートルの点 

基点第 35 号 北九州市小倉北区藍島西端から基点第 34号を

見通す線上の北九州市戸畑区日本製鉄株式会社戸畑工場埋立

護岸に設定した標識 

基点第 36 号 小倉日明防潮堤の付根に設定した標識 

基点第 37 号 北九州市門司区松原 3丁目村中川左岸角から

護岸沿いに西へ 231.35 メートルの点 

基点第 38 号 北九州市大里元町三丁目海岸沿いの遊歩道南

西角から道路沿い南西方向 20ｍに設定した標識 

基点第 39 号 北九州市門司区大里第二船溜防波堤突端から

防波堤沿いに南西へ 40 メートルの点 

基点第 40 号 北九州市門司区葛葉海岸通四番護岸角 

基点第 41 号 北九州市門司区白木崎護岸西角 

基点第 42 号 北九州市門司区旧門司門司崎灯標 

 (ｲ） 旧船瀬灯浮標（世界測地系北緯 33 度 56 分 26.7 秒、

東経 130 度 51 分 55.4 秒） 

 (ﾛ) 旧笠瀬灯浮標（世界測地系北緯 33 度 55 分 59.7 秒、

東経 130 度 52 分 39.4 秒） 
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 (ﾊ) 基点第 36 号と下関市彦島三井金属工業彦島製煉所埋

立地護岸西南角から護岸沿いに東方へ 30 メートルの点とを

結んだ直線上で、基点第 36号から 1,905 メー トルの点 

 (ﾆ) 基点第 37 号と下関市旧彦島大山ノ鼻灯台跡（世界測

地系北緯 33 度 54 分 51.9 秒、東経 130 度 54 分 10.8 秒）と

を結んだ直線上で、基点第 37号から 970 メートルの点 

 (ﾎ) 基点第 38 号と下関市旧彦島金ノ弦岬灯台跡（世界測

地系北緯 33 度 54 分 39.7 秒、 東経 130 度 54 分 39.4 秒）と

を結んだ直線上で、基点第 38号から 790 メートルの点 

 (ﾍ)  基点第 39 号と下関市旧彦島山底ノ鼻灯台跡（世界測

地系北緯 33 度 54 分 51.7 秒、東経 130 度 55 分 24.4 秒）と

を結んだ直線上で、基点第 39号から 470 メートルの点 

 (ﾄ) 基点第 40 号と下関市巌流島灯台跡（世界測地系北緯

33度 56 分、東経 130 度 55 分 54.3 秒）とを結んだ直線上最

大高潮時における海面の中央点 

 (ﾁ) 基点第 41 号と下関市岬ノ町船溜り旧防波堤屈折部か

ら埠頭沿いに東方へ 35 メートル（世界測地系北緯 33度 56

分 52.7 秒、東経 130 度 56 分 4.4 秒）に設定した標識とを結

んだ直線上で、基点第 41号から 855 メートルの点 

 (ﾘ) 基点第 42 号から下関市壇ノ浦町火ノ山下潮流信号所

を見通した直線上最大高潮時における海面の中央点 

ただし、筑共第 19 号共同漁業権の組合員行使権を有する

者は筑共第 19 号共同漁業権漁場を除く。 

北九州地区⑤ 

（北九州市若松区沖） 
該当なし 

北九州地区⑥ 

（洞海湾口（北九州

市）付近） 

該当なし 

 

 （２）１１月１日から１２月２０日の期間中、あわびを採捕してはならない。 
（３）船舶を使用する場合にあっては、素潜りもしくは磯見による採捕以外の漁法を使

用してはならない。 
（４）航路内では船舶の航行を妨げるような操業をしてはならない。 

    

４ 資源管理の状況等の報告 

許可を受けた者は、毎年の漁業時期終了の翌月末日までに報告すること。 
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５ 申請書の添付書類 

 ・操業関係地区の漁業権管理委員会の同意書 

 

附 則 

この許可方針は令和５年 月 日から施行する。  
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【別紙】 

 

あわび漁業に係る許可の基準 

 

福岡県漁業調整規則（令和２年福岡県規則第６２号。以下「規則」という。）第１１条

第５項に基づき、許可又は起業の認可をすべき船舶等の数の上限を超えた申請があった場

合のあわび漁業の許可の基準を次のように定める。 

 

第１ 通則 

 本基準の規定において「許可」とは、漁業法第５７条又は規則第４条に基づく漁業許

可、「起業の認可」とは、規則第６条に基づく起業の認可をいう（以下、これらを「許

可等」という。）。 

 

第２ 許可の基準 

許可等の申請により、公示した許可等をすべき船舶等の数の上限を超えた申請につい

ての優先順位は第３に示す優先順位とし、優先順位が高い者から優先して許可等を行う

ものとする。 

なお、同一の優先順位を有する者の申請が複数あり、それらの申請により公示した許

可等をすべき船舶等の数を超える場合は、規則第１１条第６項の規定に基づき同一の優

先順位を有する者で別に定める方法でくじを行い、許可等をする者を定めるものとす

る。 

 

第３ 優先順位 

許可等の申請により、公示した許可等をすべき船舶等の数を超える場合の許可等をす

る者の優先順位は、次のとおりとする。 

下記の１から３を考慮し、別表に示す優先順位が高い者から優先して許可等をするも

のとする。 

 

１ 当該共同漁業権管理委員会の同意を得られる者 

２ 過去５年において漁業関係法令による処分を受けていない者 

３ 過去５年においてあわび漁業（漁業権漁業）の経営又は従事の経験がある者 

 なお、２，３については申請に関する公示にて定められた申請期間の末日を起算日

とする。 
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別表（第３関係） 

優先順位 

１ 当該共同漁業権

管理委員会の同意を

得られる者 

２ 過去５年におい

て漁業関係法令によ

る処分を受けていな

い者 

３ 過去５年におい

てあわび漁業（漁業

権漁業）の経営又は

従事の経験がある者 

１ ○ ○ ○ 

２ ○ ○ × 

３ ○ × ○ 

４ ○ × × 

５ × ○ ○ 

６ × ○ × 

７ × × ○ 

８ × × × 
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糸島地区①
（あわび：３、なまこ３）

福岡地区③
（あわび：８、なまこ：０）

福岡地区④
（あわび：22、なまこ：22）

新宮相島地区
（あわび：１、なまこ：１）

宗像地区
（あわび：７、なまこ：３）

遠賀地区
（あわび：１、なまこ：１）

北九州地区③
（あわび：２、なまこ：２）

北九州地区④
（あわび：37、なまこ：37）

沖ノ島
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磯見漁業

山形県漁業協同組合HP参照
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なまこ漁業許可方針（案） 
 

１ 制限措置に関する事項 

（１）許可枠及び住所要件 

次表のとおり区域ごとに許可する者の数の上限を設ける。漁業許可は次表に

掲げる住所を有する者（漁業協同組合に加入している者については、所属して

いる漁業協同組合・支所の住所に読み替えるものとする。）に対してのみ行う

こととする。許可する者の数の上限を超えた申請があった場合は、なまこ漁業

に係る許可の基準（別紙）に基づき許可枠内で許可するものとする。ただし、

漁業調整委員会と協議し、承認が得られた場合はこの限りではない。 

区域名 
許可する

者の上限 
住所要件 

糸島地区① 

（福岡・佐賀県界（包石）

から糸島志摩黒磯までの地

先及び烏帽子島（糸島市）

周辺） 

３ 糸島市 

糸島・福岡地区 

（黒磯（糸島市志摩芥屋）

から津舟崎（福岡市西区今

津）に至る間の地先） 

０ - 

糸島地区② 

（灯台瀬（糸島市志摩野北

沖）周辺） 

０ - 

福岡地区① 

（長間礁（福岡市西区大字

西浦沖周辺） 

０ - 

福岡地区② 

（玄界島（福岡市西区）周

辺） 

０ - 

福岡地区③ 

（小呂島（福岡市西区）周

辺） 

０ - 

福岡地区④ 

（博多湾） 
２２ 福岡市 

福岡・新宮相島地区 ０ - 
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（福岡市大字志賀島から古

賀市までの地先） 

新宮相島地区 

（糟屋郡新宮町大字相島地

先） 

１ 糟屋郡新宮町相島 

福岡・新宮相島・宗像地区 

（栗の上礁（糟屋郡新宮町

大字相島沖）周辺） 

０ - 

宗像地区 

（宗像市地先及び沖ノ島

（宗像市大島）周辺） 

３ 宗像市 

遠賀地区 

（黒崎鼻（宗像市、遠賀郡

界）から烏帽子鼻（北九州

市若松区）に至るまでの地

先及び白瀬（遠賀郡岡垣町

波津沖）周辺） 

１ 遠賀郡岡垣町大字波津 

北九州地区① 

（北九州市若松区地先） 
０ - 

北九州地区② 

（白島（北九州市若松区）

周辺） 

０ - 

北九州地区③ 

（馬島及び藍島（北九州市

小倉北区）周辺） 

２ 北九州市小倉北区馬島 

北九州地区④ 

（北九州市戸畑区、小倉北

区、門司区地先） 

３７ 北九州市 

北九州地区⑤ 

（北九州市若松区沖） 
０ - 

北九州地区⑥ 

（洞海湾口（北九州市）付

近） 

０ - 
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（２）操業区域 

  筑前海区海面 

 

（３）漁業時期 

  １月１日から１２月３１日まで 

 

２ 許可の有効期間 

  当面の期間、１年とする。 

 

３ 条件 

 （１）各地区にあっては次の海域以外を操業してはならない。 

 

区域名 操業区域 

糸島地区① 

（福岡・佐賀県界（包

石）から糸島志摩黒磯

までの地先及び烏帽子

島（糸島市）周辺） 

筑共第１号及び第２号共同漁業権漁場内 

糸島・福岡地区 

（黒磯（糸島市志摩芥

屋）から津舟崎（福岡

市西区今津）に至る間

の地先） 

該当なし 

糸島地区② 

（灯台瀬（糸島市志摩

野北沖）周辺） 

該当なし 

福岡地区① 

（長間礁（福岡市西区

大字西浦沖周辺） 

該当なし 

福岡地区② 

（玄界島（福岡市西

区）周辺） 

該当なし 

福岡地区③ 

（小呂島（福岡市西

区）周辺） 

該当なし 
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福岡地区④ 

（博多湾） 

次の基点第５号、(ｲ)、(ﾛ)及び基点第 13 号を順次に結んだ

直線と最大高潮時海岸線及び河岸線とによって囲まれた区

域。 

基点第５号 津舟崎（福岡市西区今津）東端に設置した標柱 

基点第 13 号 叶鼻（福岡市東区大字志賀島）製南端に設置

した標柱 

(ｲ) 基点第５号から真方位 57度５分 3,400 メートルの点 

(ﾛ) 基点第５号から真方位 53度 50 分 3,480 メートルの点 

ただし、筑共第８号共同漁業権の組合員行使権を有するも

のは筑共第８号共同漁業権漁場を除く。 

福岡・新宮相島地区 

（福岡市大字志賀島か

ら古賀市までの地先） 

該当なし 

新宮相島地区 

（糟屋郡新宮町大字相

島地先） 

筑共第 10 号共同漁業権漁場内 

福岡・新宮相島・宗像

地区 

（栗の上礁（糟屋郡新

宮町大字相島沖）周

辺） 

該当なし 

宗像地区 

（宗像市地先及び沖ノ

島（宗像市大島）周

辺） 

筑共第 12 号及び 13 号共同漁業権漁場内 

遠賀地区 

（黒崎鼻（宗像市、遠

賀郡界）から烏帽子鼻

（北九州市若松区）に

至るまでの地先及び白

瀬（遠賀郡岡垣町波津

沖）周辺） 

筑共第 14 号及び 15 号共同漁業権漁場内 

北九州地区① 

（北九州市若松区地

先） 

該当なし 

北九州地区② 該当なし 
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（白島（北九州市若松

区）周辺） 

北九州地区③ 

（馬島及び藍島（北九

州市小倉北区）周辺） 

筑共第 18 号共同漁業権漁場内 

北九州地区④ 

（北九州市戸畑区、小

倉北区、門司区地先） 

次の基点第 35 号、基点第 34号、基点第 33 号、基点第 29

号、(ｲ)、(ﾛ)、(ﾊ)、(ﾆ)、(ﾎ)、(ﾍ)、(ﾄ)、(ﾁ)、(ﾘ)及び基

点第 42 号の各点を順次に結んだ直線と基点第 35号と基点第

42号間の最大高潮時海岸線とによって囲まれた区域。 

基点第 29 号 北九州市若松区響町埋立地護岸東北角 

基点第 33 号 北九州市若松区響町一丁目埋立地護岸東南角 

基点第 34 号 北九州市若松区若松洞海湾口防波堤灯台から

防波堤沿いに西へ 1,550.28 メートルの点 

基点第 35 号 北九州市小倉北区藍島西端から基点第 34号を

見通す線上の北九州市戸畑区日本製鉄株式会社戸畑工場埋立

護岸に設定した標識 

基点第 36 号 小倉日明防潮堤の付根に設定した標識 

基点第 37 号 北九州市門司区松原 3丁目村中川左岸角から

護岸沿いに西へ 231.35 メートルの点 

基点第 38 号 北九州市大里元町三丁目海岸沿いの遊歩道南

西角から道路沿い南西方向 20ｍに設定した標識 

基点第 39 号 北九州市門司区大里第二船溜防波堤突端から

防波堤沿いに南西へ 40 メートルの点 

基点第 40 号 北九州市門司区葛葉海岸通四番護岸角 

基点第 41 号 北九州市門司区白木崎護岸西角 

基点第 42 号 北九州市門司区旧門司門司崎灯標 

 (ｲ） 旧船瀬灯浮標（世界測地系北緯 33 度 56 分 26.7 秒、

東経 130 度 51 分 55.4 秒） 

 (ﾛ) 旧笠瀬灯浮標（世界測地系北緯 33 度 55 分 59.7 秒、

東経 130 度 52 分 39.4 秒） 

 (ﾊ) 基点第 36 号と下関市彦島三井金属工業彦島製煉所埋

立地護岸西南角から護岸沿いに東方へ 30 メートルの点とを

結んだ直線上で、基点第 36号から 1,905 メー トルの点 

 (ﾆ) 基点第 37 号と下関市旧彦島大山ノ鼻灯台跡（世界測

地系北緯 33 度 54 分 51.9 秒、東経 130 度 54 分 10.8 秒）と

を結んだ直線上で、基点第 37号から 970 メートルの点 
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 (ﾎ) 基点第 38 号と下関市旧彦島金ノ弦岬灯台跡（世界測

地系北緯 33 度 54 分 39.7 秒、 東経 130 度 54 分 39.4 秒）と

を結んだ直線上で、基点第 38号から 790 メートルの点 

 (ﾍ)  基点第 39 号と下関市旧彦島山底ノ鼻灯台跡（世界測

地系北緯 33 度 54 分 51.7 秒、東経 130 度 55 分 24.4 秒）と

を結んだ直線上で、基点第 39号から 470 メートルの点 

 (ﾄ) 基点第 40 号と下関市巌流島灯台跡（世界測地系北緯

33度 56 分、東経 130 度 55 分 54.3 秒）とを結んだ直線上最

大高潮時における海面の中央点 

 (ﾁ) 基点第 41 号と下関市岬ノ町船溜り旧防波堤屈折部か

ら埠頭沿いに東方へ 35 メートル（世界測地系北緯 33度 56

分 52.7 秒、東経 130 度 56 分 4.4 秒）に設定した標識とを結

んだ直線上で、基点第 41号から 855 メートルの点 

 (ﾘ) 基点第 42 号から下関市壇ノ浦町火ノ山下潮流信号所

を見通した直線上最大高潮時における海面の中央点 

ただし、筑共第 19 号共同漁業権の組合員行使権を有する

者は筑共第 19 号共同漁業権漁場を除く。 

北九州地区⑤ 

（北九州市若松区沖） 
該当なし 

北九州地区⑥ 

（洞海湾口（北九州

市）付近） 

該当なし 

 （２）糸島地区①、福岡地区④、新宮相島地区、宗像地区及び遠賀地区にあっては４月

１日から９月３０日の期間中、なまこを採捕してはならない。 

 （３）北九州地区③及び北九州地区④にあっては、５月１日から１０月３１日の期間

中、なまこを採捕してはならない。 

 （４）船舶を使用する場合にあっては、素潜りもしくは磯見による採捕以外の漁法を使
用してはならない。 

（５）航路内では船舶の航行を妨げるような操業をしてはならない。 

 

４ 資源管理の状況等の報告 

許可を受けた者は、毎年の漁業時期終了の翌月末日までに報告すること。 

 

５ 申請書の添付書類 

 ・操業関係地区の漁業権管理委員会の同意書 

 

附 則 

この許可方針は令和５年 月 日から施行する。  
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【別紙】 

 

なまこ漁業に係る許可の基準 

 

福岡県漁業調整規則（令和２年福岡県規則第６２号。以下「規則」という。）第１１条

第５項に基づき、許可又は起業の認可をすべき船舶等の数の上限を超えた申請があった場

合のなまこ漁業の許可の基準を次のように定める。 

 

第１ 通則 

 本基準の規定において「許可」とは、漁業法第５７条又は規則第４条に基づく漁業許

可、「起業の認可」とは、規則第６条に基づく起業の認可をいう（以下、これらを「許

可等」という。）。 

 

第２ 許可の基準 

許可等の申請により、公示した許可等をすべき船舶等の数の上限を超えた申請につい

ての優先順位は第３に示す優先順位とし、優先順位が高い者から優先して許可等を行う

ものとする。 

なお、同一の優先順位を有する者の申請が複数あり、それらの申請により公示した許

可等をすべき船舶等の数を超える場合は、規則第１１条第６項の規定に基づき同一の優

先順位を有する者で別に定める方法でくじを行い、許可等をする者を定めるものとす

る。 

 

第３ 優先順位 

許可等の申請により、公示した許可等をすべき船舶等の数を超える場合の許可等をす

る者の優先順位は、次のとおりとする。 

下記の１から３を考慮し、別表に示す優先順位が高い者から優先して許可等をするも

のとする。 

 

１ 当該共同漁業権管理委員会の同意を得られる者 

２ 過去５年において漁業関係法令による処分を受けていない者 

３ 過去５年においてなまこ漁業（漁業権漁業）の経営又は従事の経験がある者 

 なお、２，３については申請に関する公示にて定められた申請期間の末日を起算日

とする。 
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別表（第３関係） 

優先順位 

１ 当該共同漁業権

管理委員会の同意を

得られる者 

２ 過去５年におい

て漁業関係法令によ

る処分を受けていな

い者 

３ 過去５年におい

てなまこ漁業（漁業

権漁業）の経営又は

従事の経験がある者 

１ ○ ○ ○ 

２ ○ ○ × 

３ ○ × ○ 

４ ○ × × 

５ × ○ ○ 

６ × ○ × 

７ × × ○ 

８ × × × 
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福岡県漁業調整規則第３８条改正に伴う許可漁業の対応 

 
漁業管理課 

 
【現行】 

 ・福岡県漁業調整規則改正に伴い、第３８条で規定している「あわび」、「な

まこ」の採捕禁止期間を削除。 
   あわび採捕禁止期間：１１／１－１２／２０ 
   なまこ採捕禁止期間： ４／１－ ９／３０ 
 
・漁業権漁業については、漁業権更新にあわせ免許上で漁業時期を制限。 

   あわび採捕禁止期間：１１／１－１２／２０ 
   なまこ採捕禁止期間： ４／１－ ９／３０（筑共第１～１５号） 
              ５／１－１０／３１（筑共第１６～２１号） 
 
 ・一方、許可漁業にあっては、両魚種の採捕期間の制限措置が消失。 
 
【今後の対応】 

 ・今後、各許可漁業の許可更新時に許可方針改正により両魚種の採捕期間の

制限を付記する方向で検討中。 
 
 ・個別の許可更新までは委員会指示にて採捕期間を制限する方向で検討中。 
 
【許可方針改正の今後のスケジュール（見込）】 

Ｒ５．５月 地引き網許可方針改正 （今回協議分） 
Ｒ５．６月 なまこけた網許可方針改正 
Ｒ７年度  えびこぎ網、えさびき網、ごち網 等 
Ｒ８年度  雑魚かご、潜水器、たこつぼ 等 
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委員会指示協議に係るスケジュール見込 

現行 R5.9.1～

漁業権漁業

漁業権免許の内容
第１種：あわび、なまこの漁業時期限定
第２種：条件にて採捕期間制限
（〇〇の期間、第２種共同漁業により△△を採捕して

はならない。）

許可漁業
（あわび漁業、な

まこ漁業除く。）

許可の条件
（許可更新時に方針改正。それまでは委員会指示に

て対応予定）

許可漁業
（あわび漁業、な

まこ漁業除く。）

漁業調整規則
許可の条件
（許可更新時に方針改正。それまでは委員会指示に

て対応予定）

共同漁業権漁場外

根拠規定
漁業種類漁場

漁業権、許可に
基づかない漁
業（自由漁業
等）

採捕不可（※）

漁業権、許可に
基づかない漁
業（自由漁業
等）

採捕不可（※）

※あわび、なまこは漁業権もしくは許可に基づく採捕以外が禁止されているため、
　 共同漁業権漁場内であっても漁業権や許可に基づかない漁業（自由漁業等）の採捕は禁止。

共同漁業権漁場

あわび、なまこの採捕禁止期間の規定整理

漁業調整規則

規則改正 あわび漁業・なまこ漁業 委員会指示（※）

上
中 農林水産大臣認可申請 許可方針協議
下
上
中 委員会指示協議

下
規則公布（見込）
（第４条関係施行）

許可制施行
許可枠公示

上 許可申請受付
中
下
上
中
下

上
あわび・なまこ
採捕禁止期間削除
（第３８条関係施行）

委員会指示発動

中
下

6月

7月

8月

9月

以降、随時審査、許可証発行

スケジュール（見込）

R5年度

5月
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地びき網漁業許可方針 
 

１ 制限措置に関する事項 

（１）許可枠及び住所要件 

次表のとおり区域ごとに許可する船舶等の数の上限を設ける。漁業許可は次表に掲

げる住所を有する者（漁業協同組合に加入している者については、その漁業協同組合

の住所に読み替えるものとする。）に対してのみ行うこととする。 

区域名 
許可する船舶等の

数の上限 
住所要件 

筑前海区 なし 筑前海沿岸市町 

 

（２）操業区域 

   筑前海区海面 

 

（３）漁業時期 

１月１日から１２月３１日まで 

 

（４）漁業を営む者の資格 

（１）に記載の住所要件のほか、漁業を営む者の資格は次のとおりとする。 

当該地区漁業権管理委員会の同意のある者。 

 

２ 許可の有効期間 

  ５年又は一斉更新までの残存期間とする。ただし、漁業違反が多発する場合等、漁業

調整のため必要な限度において、筑前海区漁業調整委員会の意見を聴いて、５年より短

い期間を定めることがある。 

 

３ 条件 

 （１）当該地区共同漁業権漁場内以外の海域において操業してはならない。 

（２）当該地区共同漁業権漁場内では、他支所の管理区域において操業してはならな

い。 

（３）マダイ幼魚を目的として操業してはならない。 

（４）マダイ幼魚が混獲された場合は、活魚として販売又は蓄養殖をしてはならない。 

（５）（１）の当該地区共同漁業権漁場が筑共第１～１５号共同漁業権漁場のいずれか

である場合、４月１日から９月３０日までの期間中、なまこを採捕してはならな

い。 

（６）（１）の当該地区共同漁業権漁場が筑共第１６～２１号共同漁業権漁場のいずれ

かである場合、５月１日から１０月３１日までの期間中、なまこを採捕してはな

らない。 

 

４ 申請書の添付書類等 

（１）操業関係地区の漁業権管理委員会の同意書 

 

５ 資源管理の状況等の報告 
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許可を受けた者は、毎年の漁業時期終了の翌月末日までに報告すること。 

 

附 則 

この許可方針は令和２年１２月１日から施行する 

 

  附 則（条件追加） 

この許可方針は令和５年 月 日から施行する。 
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筑前海区漁業調整委員会指示第１９７号

漁業法（昭和２４年法律第２６７号）第１２０条第１項の規定に基づき、筑前海区におけ

る浮きを使用した釣りの制限について、次のとおり指示する。ただし、試験研究機関が

試験研究のために該当漁法により操業する場合は、この限りではない。

令和３年１月１５日

筑前海区漁業調整委員会

会 長 本田 清一郎

１ 浮きを使用した釣りの禁止

次の（1）～（4）の区域において、浮きを使用した釣りを行ってはならない。ただ

し、いそ釣りは除く。

（1）長間礁（筑共第５号共同漁業権漁場）

次のア、イ、ウ、エ及びアの各点を順次に結んだ直線によって囲まれた区域。

（世界測地系）

ア 北緯33度42.285分、東経130度 8.138分

イ 北緯33度40.800分、東経130度 9.366分

ウ 北緯33度40.764分、東経130度10.571分

エ 北緯33度42.556分、東経130度 9.268分

（日本測地系）

ア 北緯33度42.089分、東経130度 8.277分

イ 北緯33度40.603分、東経130度 9.505分

ウ 北緯33度40.567分、東経130度10.710分

エ 北緯33度42.360分、東経130度 9.407分

（2）小呂島（筑共第７号共同漁業権漁場）

次のア、イ、ウ、エ及びアの各点を順次に結んだ直線によって囲まれた区域。

（世界測地系）

ア 北緯33度54.046分、東経130度 0.587分

イ 北緯33度50.778分、東経130度 0.732分

ウ 北緯33度50.753分、東経130度 3.366分

エ 北緯33度54.018分、東経130度 3.512分

（日本測地系）

ア 北緯33度53.851分、東経130度 0.725分

イ 北緯33度50.583分、東経130度 0.870分

ウ 北緯33度50.558分、東経130度 3.505分

エ 北緯33度53.823分、東経130度 3.651分

（3）灯台瀬（筑共第４号共同漁業権漁場）

次のア、イ、ウ、エ及びアの各点を順次に結んだ直線によって囲まれた区域。
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（世界測地系）

ア 北緯33度39.159分、東経130度 6.264分

イ 北緯33度38.778分、東経130度 6.687分

ウ 北緯33度39.350分、東経130度 8.062分

エ 北緯33度40.358分、東経130度 7.159分

（日本測地系）

ア 北緯33度38.962分、東経130度 6.402分

イ 北緯33度38.581分、東経130度 6.825分

ウ 北緯33度39.153分、東経130度 8.201分

エ 北緯33度40.162分、東経130度 7.298分

（4）烏帽子・地の瀬（筑共第２号共同漁業権漁場ほか）

次のア、イ、ウ、エ、オ及びアの各点を順次に結んだ直線によって囲まれた区

域。

（世界測地系）

ア 北緯33度42.614分、東経129度58.975分

イ 北緯33度41.001分、東経129度58.410分

ウ 北緯33度38.092分、東経130度 2.417分

エ 北緯33度38.699分、東経130度 4.955分

オ 北緯33度41.323分、東経130度 2.344分

（日本測地系）

ア 北緯33度42.418分、東経129度59.113分

イ 北緯33度40.805分、東経129度58.548分

ウ 北緯33度37.895分、東経130度 2.555分

エ 北緯33度38.502分、東経130度 5.093分

オ 北緯33度41.127分、東経130度 2.482分

２ 指示の有効期間

令和３年４月１日から令和５年９月30日まで
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灯台瀬

烏帽子・地の瀬 長間礁

波津白瀬

幸辰

箱山出シ

ロクロ･ｽギｻﾞｷ・相ノ切レ

白島西沖

コ瀬

委員会指示第194号

委員会指示第197号

(参考図）
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